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おかげさまで前作の『今日の必ずトクする一言 パソコン･携帯電話･インター

ネット編』は多くの方にお買い求めいただき、初版については発行前にほとん

どが予約済みとなりました。まことにありがとうございました。

そしてこのたび第２巻として『今日の必ずトクする一言 メカニクス･エレク

トロニクス編』を上梓できるはこびとなりました。今回は、機械･音響･家電･電

子と、より広範な技術的トピックを取り扱っています。

現代の技術進歩はめざましく、同様にハイテク製品の陳腐化もまた激しいも

のがあります。以前は高価で入手がむずかしかった製品が、今では夢も希望も

ない低価格で流通しています。製品寿命も極めて短く、製造に要したリソース

を回収することもなく廃棄されていきます。そして技術と情報の洪水の後には、

主体性を失ったユーザーと、廃棄物の山が残るだけです。

最近の米国は圧倒的な技術力で世界を席巻しようとしています。かつて恐竜

のように道路を支配した自動車が小型化した代わりに、巨大な放熱器を擁する

大電力CPUと肥大化したソフトウェアを家庭に押し込み、ユーザーの時空間リ

ソースを搾取しています。もし同じ論理が世界中に敷衍されたら、地球のリソ

ースなどひとたまりもありません。

これに対し『今日の必ずトクする一言』は、ユーザーが技術武装し、自らス

キルを磨くお手伝いをします。そして地球にやさしくない物欲を、地球にやさ

しい知的満足に昇華させることを目指します。技術立国しか選ぶ道のない日本

は、リソースの浪費ではなく、地球にやさしい技術とスキルで利潤をあげるし

か解法がないのです。

そのためには、たとえば家庭や職場では絶えず無駄なエネルギーと戦わなけ

ればいけません。オーディオでは地球にやさしくない神話と戦わなければいけ

ないでしょう。ときにはブラックボックス化された商品全般について、そのし

くみを知る必要が出てくることもあるでしょう。時計などの小さな機械にも愛

情をもって接する必要があります。

以前より『今日の必ずトクする一言』は、地球リソースを1ppm節約すること

を目指してきました。本書によってその節約が、10ppm、100ppmと成長するこ

とを心から祈っています。
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